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撤去処分の厄介な危険・有害・粗大漂着廃棄物によるダイレクトな汚染リスク 

～20年の沖縄調査を踏まえて～ 

 

１．調査の経緯とねらい 

 

160余の島嶼からなる沖縄県での漂着廃棄物の大半は，中国製廃棄物を主体とした近隣ア

ジア諸国からの海洋越境廃棄物という地域的な特徴がある．そのため，自治体や島嶼自体

で有効な軽減・防止対策を推進することは難しく，長年，大量漂着を繰り返す海洋越境廃

棄物の問題が深刻な社会問題となってきた． 

筆者が漂着廃棄物の全国的な海岸調査を開始したのは 1997 年であった．1998 年春季か

らは琉球列島の調査に本格的に着手し，軽減防止対策の一助とするための実態調査などに，

微力ながら毎年取り組んできた． 

2017 年までのこの 20 年間に亘る調査では，北部の伊平屋島から最西端の与那国島に至

る 18島を調査対象としてきた(図 1，表 1)．甚大な汚染リスクを齎している中国製廃棄物を

主体とした海洋越境廃棄物の漂着が激しい八重山・宮古諸島の先島島嶼を重点的に調査し

(写真 1)，訪島回数は延べ 168回，調査海岸数は延べ 837回に達し，調査海岸距離の累計は

433.46㎞に及んだ． 

流木や海藻類の分解可能な自然系漂流物を除くと，沖縄島嶼での漂着廃棄物は生活廃棄

物と漁業廃棄物が大半を占めている．だが，大量の漂着廃棄物に混じって，防潮風林など

の植生帯や海浜生態系などの自然環境への直接的な影響リスクの極めて高い，しかも流出

原因や漂流・漂着経路などが特定し難たく，故意の海洋不法投棄によるものと言わざるを

得ない危険で有害な廃棄物や，撤去処分の厄介な粗大廃棄物の漂着も多岐に亘る． 

これまでの漂着廃棄物の国籍・種類別などの分類別カウント調査の中で，危険で有害な

漂着廃棄物をはじめ，撤去処分の厄介な粗大廃棄物等を 9 種類選定し，個別にその実態把

握を長年試みてきた(表 2)． 

ここでは，2017 年の調査が，丁度，着手以来 20 年目に当たる調査だったことから，特

に，撤去処分の厄介な危険で有害な廃棄物の漂着実態にスポットを当てて，初めて調査デ

ータを総括的に取りまとめてみた． 

医療廃棄物類と車両タイヤ類は調査を始めた1998年から20年間に亘って継続しており，

これまでの調査海岸はそれぞれ 15島で延べ 837海岸に達する．韓国製ポリタンク類，管球

類廃棄物類(電球・水銀ランプ・蛍光灯管)，ドラム缶類，ガスボンベ類，粗大電化品類(主

に冷蔵庫・テレビ)については，それぞれ 10年ほど継続しており，調査は延べ 300～400海

岸に及ぶ． 

なお，韓国製ポリタンク類には有毒液体が残存しているものも確認されることから，残

存液体に溶存している有害化学物質等を，また，水銀製品である破損性の高い管球類廃棄

物の場合には，水銀リスクの検討に加え，電極等の金属端部から溶出する鉛(Pb)，亜鉛(Zn)，
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ニッケル(Ni)などの重金属類等に関する有害化学物質の検証を試みてきた． 

さらに，大量廃油ボールの広域漂着も，沿岸域に深刻な打撃を与えてきた(写真 2)．予断・

猶予を許さない緊急な回収除去の難儀性に加え，気温の高い沖縄島嶼では，回収除去の滞

りにより漂着廃油ボールが液状に溶解し，サンゴ白砂浜や干潟・湿地に甚大な影響リスク

を齎すことになる．元来，廃油ボールは油の塊なので，当然，地層起源に由来する鉛(Pb)，

亜鉛(Zn)，ニッケル(Ni)などの有害な化学物質をも含んでいる．漂流・浮遊する廃油を浴び

た海生生物や(写真 3)，微小な廃油粒を誤飲した海鳥・魚類などの報告事例は数多くある．

廃油ボールについては，八重山・宮古諸島の広範囲で漂着が確認された 2006年，2007年，

2008 年に，それぞれ実態調査を試みている．廃油ボールの成分分析や有害化学物質の検証

結果を通し，対策・課題などについて指摘してきた． 

ところで，法令上禁止されているのだが，沖縄島嶼の海岸では，未だに漂着廃棄物類を

集積し，大量に焼却した「浜焼き」の痕跡が確認される(写真 4)．これまで 9 島延べ 56 海

岸で浜焼き跡を確認しており，その痕跡数は 163箇所(1海岸で複数箇所の場合もある)に達

した(表 3)．特に，漂着廃棄物の 80%以上を占める廃プラスチック類には，有害化学物質が

添加剤として製造過程に混入されているものや，漂流中に汚染物質を吸着したものが含ま

れている．そのため焼却残灰の混じった海浜砂からは鉛(Pb)やクロム(Cr)などの重金属類が

検出され，海岸域への汚染リスクが危惧されるため，漂着廃棄物の「浜焼き」禁止への周

知徹底に強く警鐘を鳴らしてきた． 

 

２．危険で有害な漂着廃棄物の漂着概説 

 

図 2 には，上述した沖縄島嶼でのこれまでの調査で漂着確認した，一連の危険で有害な

漂着廃棄物の数量をまとめている．この結果を中心に、下記にそれらの漂着実態の経緯・

特徴や対応策・課題などについて要約する． 

 

① 感染リスクが懸念される危険極まりない医療廃棄物 

これまで 20年間の調査(15島延べ 837海岸)で漂着確認した医療廃棄物類のうち注射器類

は 525個，医薬ビン類は 3,674個で，両者で 4,199個に及んだ(図 2参照)．平均的には，調

査海岸距離 1 ㎞当りに換算すると 9.7 個(注射器類は 1.2 個，医薬ビン類は 8.5 個)，1 海岸

当り 5個(同 0.6個，同 4.4個)，年間では 210個(同 26.3個，同 183.7個)の割合で漂着して

いることになる．中には針が装着された注射器や，血液のような赤褐色の不明液体が残存

した医薬ビンなどが確認される(写真 5)．2006年頃以前には，毎年，200～300個以上確認

されたが，最近では 100～200 個未満と低減傾向にある(表 4，図 3)．だが，特に，注射器

類はプラスチック素材であり，医薬ビンに比較して構造的に軟弱なので，漂流・漂着中に

破損・破片化するものが大半を占め，原形を留めて漂着確認されたものは氷山の一角に過

ぎないとみられる． 
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主要な食物連鎖の場となっている砂浜・干潟・湿地水域に棲息する海生生物にとって，

細菌・耐性菌等による感染リスクなどが危惧されることから，針付注射器や不明液体残存

の医薬ビンなどの医療廃棄物が，長年に亘って止
とど

まることなく海岸漂着を繰り返している

現状には，計り知れない恐さを感じる．海岸環境への影響リスクを考えた場合には，決し

て容認できる漂着状況とは言えない．  

医療廃棄物の場合には，表面などにメモリが刻まれている程度で流出源の特定に役立つ

国籍判別などはほとんど不能である．迅速に発見して回収除去する以外には有効な対策を

講じることは難しい． 

我が国では「感染の恐れ」といった危険性のある医療廃棄物は，法令上「特別管理産業

廃棄物」に指定されている．当然，廃棄に当たっては特別な処分が義務づけられており，

安全性に配慮して，管理下で焼却処分等がなされるのが通例となっている．医療施設の少

ない沖縄島嶼の場合，本来，海岸域で確認されるはずのない危険な医療廃棄物の大半は，

大量漂着を繰り返す近隣アジア諸国からの生活廃棄物等(容器類などの海洋越境廃棄物)に

混ぜられて，不適切な廃棄・投棄・処分によって海洋流出し漂着したものと，筆者は推察

している． 

 

② 有毒液体が残存する危険な韓国製廃ポリタンク 

化学薬品名が表記され，強酸性の有毒液体などが残存しているものも確認されることで，

廃ポリタンク類(容量約 20 リットル)は危険な漂着廃棄物として二十数年程以前から警告さ

れてきた．九州～北海道地方の日本海沿岸域に亘って(写真 6)，毎年，特に冬季～春先にか

けて万個単位で大量漂着を繰り返し，社会的にも大問題となってきた．中国製のものもあ

るが，韓国製のものが大半を占めている． 

朝鮮半島沿岸域が主要な発生海域とされ，これまで対馬海流沿いの日本海沿岸域やその

近海離島が注目されてきたが，2003 年春季に初めて廃ポリタンクの調査を沖縄島嶼で実施

し，6島 39海岸で 87個の韓国製廃ポリタンクの漂着を確認している(写真 7，表 5)．以降，

これまで 10年の調査で確認した韓国製廃ポリタンクは 1,020個に及んでおり，平均的には，

調査海岸距離 1㎞当り 6.4個，1海岸当り 2.9個，年間当り 102個と算定される(図 2参照)．

島嶼間では西表島(405個)，与那国島(274個)，石垣島(167個)，宮古島(78個)で，確認数量

が突出していた(図 4)．ちなみに最近の 2017年春季調査では，八重山・宮古諸島の 8島 59

海岸で確認した廃ポリタンクの数量は 217 個で，うち韓国製が 113 個で半数以上を占めて

おり，やはり上記 4 島ではそれぞれ 10 個以上確認された(図 5)．2016 年春季調査(9 島 49

海岸)では韓国製廃ポリタンクを 181個確認しており，近年では，沖縄島嶼でも 100個を超

える漂着数量となっている． 

漂着した韓国製廃ポリタンクには，堅く蓋が閉まり液体の残存しているものが 2～3割ほ

ど確認される(写真 8)．発泡性や臭気性(強刺激臭)の高い液体をはじめ，分析結果から強酸

性や強アルカリ性の液体などが残存している場合が多い．しかも鉛(Pb)，ヒ素(As)，クロム
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(Cr)，亜鉛(Zn)，マンガン(Mn)などの多種類の重金属類等の有害元素が高濃度で溶存してい

る場合もあることを元素分析によって検証している． 

日本海沿岸域の数量に比較すると少ないが，沖縄島嶼海岸域にも広い範囲に亘って 100

個を超える危険な韓国製廃ポリタンクの漂着が，毎年，繰り返されていることが分かる．

この韓国製廃ポリタンクは小笠原諸島硫黄島や南鳥島の調査でも確認しており，日本海沿

岸域に留まらず，東シナ海上の沖縄島嶼をはじめ太平洋上に広く拡散漂流しており，既に，

地球規模的な海洋汚染廃棄物となっている． 

まずは第一に，発生源が明確となっている関係排出国に対して，早急に有毒液体を垂れ

流す危険な廃ポリタンクの実状を知らしめ，防止対策の強化を図るように警告することが

急務であると，改めて痛感する． 

 

③ 水銀リスクが懸念される危険な管球類廃棄物 

沖縄島嶼での特徴的な漂着廃棄物の一つに，大量漂着を繰り返す大小様々な管球類廃棄

物(電球類(白色)，水銀ランプ類，蛍光灯管類)が挙げられる(写真 9)．生活・漁船用に使用さ

れたものと思われるが，何故これほどの管球類廃棄物が野趣豊かな美
ちゅ

ら島の海岸に無造作

に漂着し続けているのか，調査の度にその実態にはいつも驚愕させられてきた．余りにも

夥しい漂着量で処理処分が厄介なのか，清掃回収されたにも拘らず，そのまま海岸に集積

放置され(写真 10)，再び散乱している光景に出合う機会も度々あり，極めて悩ましい実状

にある． 

海岸域の安全性を損なう危険な漂着廃棄物であり，水銀製品も数多く含まれている．封

入水銀量はワット数が高いほど多く，蛍光灯管類に比較して数倍以上の漁船用大型水銀ラ

ンプ類(100ワット以上)も多数確認される．  

2006年からの 12年間の調査で漂着確認した管球類廃棄物の総数量は 33,712個で，その

うち電球(フィラメント発光方式)・水銀ランプ類(水銀封入式)が 25,507 個，蛍光灯管類(水

銀封入式)が 8,205個であった(図 2参照)．年間当りでの平均的数量に換算すると 2,809.3個

(電球類・水銀ランプ類は 2125.6 個，蛍光灯管類は 683.8 個)となり，海岸域にとっては驚

くべき漂着数量と言える(表 6，図 6)．ちなみに，水銀製品である蛍光灯管類は 24.3%を占

めており，総数量のほぼ 1/4に相当していた．また，調査海岸 1㎞当りに換算すると，管球

類廃棄物の数量は 171.8個/㎞となり，そのうち電球・水銀ランプ類が 130.0個/㎞，蛍光灯

管類が 41.8個/㎞となっている．即ち，この結果は，沖縄島嶼の調査海岸域では，毎年，少

なくても海岸長 1 ㎞当りに約 172 個の管球類廃棄物の漂着が繰り返されており，その中に

水銀製品の蛍光灯管類が 42個(約 24%)ほど混じっていることを意味している． 

さらに，島嶼間での漂着状況を見ると(表 7，図 7)，西表島では 13,125 個(電球・水銀ラ

ンプ類 10,102個，蛍光灯管類 3,023個)，石垣島では 10,282個(同 7,816個，同 2,466個)，

与那国島では 6,322個(同 4,639個，同 1,683個)，宮古島では 2,299個(同 1,658個，同 641

個)と，極めて高い数量となっている．その中で水銀製品である蛍光灯管類の割合は，それ
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ぞれ西表島で 23.0%，石垣島で 24.0%，与那国島で 26.6%，宮古島で 27.9%となっており，

いずれも 20～30%を占めていることが分かる． 

なお，各島嶼で調査海岸数が異なっているので，調査海岸距離で基準化し，1㎞当りの海

岸長で比較すると(図 8)，与那国島では 313個/㎞(電球・水銀ランプ類 230個/㎞，蛍光灯類

83 個/㎞)，石垣島では 243 個/㎞(同 185 個/㎞，同 58 個/㎞)，宮古島では 227 個/㎞(同 148

個/㎞，同 63個/㎞)，西表島では 172個/㎞(同 132個/㎞，同 40個/㎞)，多良間島では 99個

/㎞(同 76 個/㎞，同 23 個/㎞)と，やはり他の島嶼に比較して突出して高い値となっていて，

沖縄島嶼の中でも，管球類廃棄物の漂着が極めて深刻な島嶼であることが理解できる． 

周知のように，「水銀に関する水俣条約」(以下，「水俣条約」と称する)が国際条約として

2017 年 8 月 16 日に発効されている．水銀の人為的排出による健康被害や環境汚染を地球

規模的に防止・根絶することが目的で，2020 年までには，水銀輸出入の原則禁止・規制や

水銀製品(含有量：5mg以上)の製造・輸出入は原則禁止・規制されることになる．当然，水

銀鉱の採掘も条約発効から 15年で厳禁となる． 

当然，今後，脱水銀海岸に向けた対策や取り組みが一層強化され不可欠となることから，

条約の批准・発効が迫った 2015年以降の調査(2014年以前の調査では電球類と水銀ランプ

を区分せずにカウント)では，水銀リスクを検討するために，使用量の高い水銀ランプ類に

ついても個別にカウントを試みてきた(表 6 参照)．この 3年間(2015 年春季～2017 年春季)

で漂着確認した水銀ランプ類は 847個で，電球類(7,116個)の約 12%を占めていた．蛍光灯

管類(2,614 個)と合わせると 3,461個となり，水銀製品が管球類廃棄物(10,577 個)の 32.7%

を占めていた．水銀ランプ類の影響を考慮すると，2015 年以前からも海岸域での高い水銀

リスクが懸念される状況にあったことが分かる． 

漂着した水銀ランプ類と蛍光灯管類には様々な大きさ・ワット数・形態のものが確認さ

れた．特に，水銀ランプ類(百ワット以上)は水銀量が 30～60mgもの，蛍光灯管類(40ワッ

ト)は 7～10mgのもが多かった．そこで，平均的に，水銀ランプと蛍光灯管の 1個当たりの

封入水銀量をそれぞれ 30mg(長さ 300mm程度のもの)と 7mg(40ワット程度のもの)と仮定

して，水銀量を試算してみると，沖縄島嶼でのこの 12年間での調査(延べ 75回訪島，延べ

400海岸：水銀ランプ類 847個(3年間)，蛍光灯管類 8,205個)では 82,845mgとなる(表 8)． 

なお，先述したように 2006 年～2014 年の調査では水銀ランプ類をカウントしていない

が，2015年～2017年での電球・水銀ランプ類(7,963個)に占める水銀ランプ類(847個)の比

率が約 10.64%となっていたので，この比率を適用して 2006年～2014年の調査での水銀ラ

ンプ類の数量を算定すると 1,866 個となる．これによる水銀量は 55,980mg(=1,866 個

×30mg/個)で(表 8参照)，上記の水銀量 82,845mgに加算すると 138,825mgとなる． 

即ち，この水銀量「138,825mg」の値は八重山・宮古諸島を主体とした沖縄島嶼でのこ

の 12 年間の調査(延べ 75 回訪島，延べ 400 海岸)で漂着確認した水銀ランプ類と蛍光灯管

類での封入水銀量に概ね匹敵している．水銀を封入した漂着管球類の不適切な処置や放置

がなされた際には，年間当り 10,000mg以上の水銀が無造作に自然界へ廃棄されるリスクを
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被る可能性がある． 

水銀に関する各種の環境基準値では(表 9)，海岸域での海水，河川水，地下水などでの溶

存量は水１リットル当り 0.0005mg以下，同様に海浜砂や干潟・湿地土などでは，土壌から

の溶出量は 0.0005mg/L 以下に規定されていることを鑑みれば，水銀ランプ類や蛍光灯管

類が不適切に廃棄された場合には，自然界に排出される水銀量としては決して少ない量と

は言えない．水銀は蓄積・残留性が非常に高く，食物連鎖による汚染リスクの拡散・移動

が懸念される．まさに大量漂着を繰り返す廃棄管球類の沖縄島嶼の実態は，水銀汚染の防

止・根絶を地球規模的に図ろうとする水俣条約の主旨とは，まったく逆行した実情にある

と言える． 

漂着した管球類廃棄物には，漢字，ハングル文字，英字などの表記文字の読み取れるも

のが精々数%あるが(写真 11)，大半は消失して不明廃棄物となっている．そのため国籍判別

や流出経路などの発生源を特定・推定することは殆ど難しい．医療廃棄物類と同様に，現

状では迅速な回収除去に努める以外には，環境リスクに対する有効な軽減防止対策を図る

方策は見当たらない． 

ちなみに，我が国では照明器具(蛍光灯管等)，計測機器(体温計等)，電池，歯科用アマル

ガムなど，身近な製品に年間約 8.6トンの水銀が使用されている．そのうち蛍光灯管類や水

銀ランプ類などの照明光源に使用される水銀の量は約 40%を占め，最も多い．中でも蛍光

灯管類の年間生産量は 5 億 4 千万本とされているが，リサイクル率の現状は 10%程度と低

い．リサイクルされない約 4 億本の廃棄蛍光灯管類は，概ね，産業廃棄物として埋め立て

処分されている可能性が高いと言われているが，その処理状況についてはよく分かってい

ないのが実情である． 

まずは，リサイクル率の積極的な向上を図ると同時に，適正な廃棄処理の推進，低・脱

水銀含有製品への転換や技術開発などが急がれる．また，海岸清掃で大量に回収された管

球類廃棄物の山が，そのまま海岸に野晒
のざらし

になっている場合もある．水俣条約の発効を契機

に脱水銀海岸を目指し，適正な撤去・処理システムに関する運用・管理の徹底が強く求め

られる．  

 

④ 危険で撤去処分の厄介な粗大廃棄物(ドラム缶・ガスボンベ・粗大電化品・車両タイヤ) 

大半は故意の海洋不法投棄と思われるドラム缶類，ガスボンベ類，電化品類(主に冷蔵庫・

テレビ)，車両タイヤ類の危険な粗大廃棄物類の漂着も度々目にする．経費・作業上から撤

去処分が厄介なばかりだけではなく，長期間放置されると腐食劣化し，危険な残存有害物

質をはじめ，内臓電子部材等から鉛(Pb)，クロム(Cr)，カドミウム(Cd)，亜鉛(Zn)などの重

金属類の汚染化学物質が周辺環境に排出されることになる． 

最近の 2017年春季調査で八重山・宮古諸島(8島 59海岸，調査海岸距離 33.69㎞)で確認

した 3 種類の粗大漂着廃棄物(ドラム缶，ガスボンベ，粗大電化品)の事例を見ると(表 10，

図 9)，廃プラスチック類や漁具類などの漂着廃棄物が大量に打ち上がる海岸の多い島嶼ほ
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ど，粗大廃棄物類の漂着も多い傾向にあった．特に，与那国島，西表島，石垣島，宮古島

では，いずれも各粗大廃棄物の漂着はほぼ10～20個範囲と多く，総数量は156個に及んだ．

そのうちドラム缶類は 66個，ガスボンベ類は 65個，粗大電化品類は 25個であった． 

なお，表 11(図 2参照)には，これまでの粗大漂着廃棄物 の確認数量をまとめている． 

10年前後の調査期間であるが，ドラム缶類は 318個，ガスボンベ類は 194個，粗大電化

品類は 159個の漂着を確認している．年間当りの漂着数量に換算すると，それぞれ 28.9個，

21.6個，15.9個，また，調査海岸距離 1㎞当りに換算すると 1.7個，1.3個，0.9個となる．

車両タイヤ類は 20 年間で 790 個確認しており，年間当り 79 個に相当し，調査海岸距離 1

㎞当りでは 1.6個となる． 

粗大廃棄物類の漂着確認時の主な特徴などについて，下記に略述する． 

１）ドラム缶類：重油等の油の残存しているものも一部確認されるが，大半は空状態で漂

着しており，船上から海洋投棄されたものと思われる．赤褐色に錆付き国籍判別でき

ない不明ドラム缶もあるが，韓国(ハングル文字)や中国(簡体漢字)の表記文字のものが

半数以上確認される(写真 12)．中には「ドクロマーク」付の危険表示のものもある． 

２）ガスボンベ類：長さ 1.5m ほどの大型(長形)と小型(樽形)の 2 種類に概ね大別される．

調査時には充填ガスの有無は検証していないが，前者の大型ガスボンベは赤錆びてい

るものが大半で国籍の判別は難しい．後者の小型ガスボンベにはいずれも英字に加え

中国の表記文字(簡体漢字)が確認される(写真 13)． 

３）粗大電化品類：殆どは冷蔵庫とテレビで，前者が粗大電化品の 8割以上を占めている．

その内，国籍の判別が可能なものが 7 割ほどで，中国・韓国製のものが大半を占めて

いる(写真 14)． 

４）車両タイヤ類：国籍判別は不能で，普通乗用車用のタイヤが多いが，中には重機車両

用の直径数 m の大型のものも確認される(写真 15)．ちなみに，タイヤの主元素は炭素

(C) ，酸素(O)，水素(H)，ケイ素(Si)などであるが，弾力性の機能を保持するために加

硫剤，加硫促進剤として製造過程に亜鉛(Zn)や黄(S)成分が添加されており，溶解した

場合には環境には好ましくない． 

これらの大型廃棄物に加え，他にも朽ち果て錆付いた大鉄球や長大鋼管・パイプ，使途

不明な浮遊物体や破船，漁網塊などの巨大廃棄物の漂着が度々確認される(写真 16)．撤去・

運搬・処理・処分等には特別な処置や対応が求められ，人員や経費が嵩むことから，海岸

清掃時に際しても回収撤去されずに何年も滞留している場合が多い．自然景観を著しく損

ね，海浜植生帯を荒廃させることで，環境保全・安全性の観点から，危険で厄介な障害物

となっている． 

 

３．美ら島に願う 

沖縄島嶼の海岸域にはサンゴの白砂浜やマングローブが群落する干潟・湿地水域など，

原自然を彷彿させる野趣豊かな自然景観や独特の海浜環境が形成されている．世界的にも
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貴重な亜熱帯海洋性の動植物生態系が育まれており，ヤンバルクイナやイリオモテヤマネ

コなどの希少な天然記念物が棲息する沖縄島北部(やんばる)と八重山諸島の西表島は，鹿児

島県の奄美大島や徳之島と共に，世界自然遺産登録候補地となっている島嶼である．既に，

2017年 2月 1日にはユネスコ世界遺産センターに推薦書が提出されており，同年 10月に

は登録の可否を勧告する国際自然保護連合(IUCN)の調査官による現地視察が行われた．世

界自然遺産登録に向けて，長年の念願に対する期待が高まっている. 

だが，自然の宝庫と称され，原自然豊かな島嶼の多い，殊に，八重山・宮古諸島の先島

島嶼では，撤去処分の厄介な危険・有害・粗大漂着廃棄物を含め，中国製廃棄物を主体と

した近隣アジア諸国からの海洋越境廃棄物が島岸線を埋め尽くす，驚くべき大量漂着の実

態が長年繰り返されてきている．砂浜・干潟・湿地水域の水質・土壌をはじめ，海浜域に

棲息・繁茂する動植物生態系に対する甚大なリスクとなっている．海洋越境廃棄物に対す

る積極的な国家的関与と軽減・防止対策に関する一層の強化が問われる． 
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与那国島 
①26 回 
②192 海岸 
③44.95 ㎞ 

東シナ海 

太平洋 

沖縄諸島 

宮古諸島 

八重山諸島 

：黒塗りした島嶼が調査対象とした島々 

調査対象とした島嶼 

沖縄諸島： 沖縄本島，伊平屋島，久高島，粟国島，渡名喜島，久米島 

宮古諸島： 宮古島(池間島，伊良部島，下地島)，多良間島 

八重山諸島： 石垣島，竹富島，黒島，西表島，鳩間島，波照間島，与那国島 

先島諸島 

西表島 
①28 回 
②234 海岸 
③157.36 ㎞ 

波照間島 
①17 回 
②21 海岸 
③19.67 ㎞ 

黒島 
①13 回 
②16 海岸 
③24.1 ㎞ 

竹富島 
①16 回 
②16 海岸 
③32.75 ㎞ 

鳩間島 
①1 回 
②1 海岸 
③0.09 ㎞ 

多良間島 
①3 回 
②21 海岸 
③12.56 ㎞ 

石垣島 
①28 回 
②175 海岸 
③87.43 ㎞ 

宮古島 
(池間島・伊良部島・下地島含む) 

①14 回 
②80 海岸 
③20.82 ㎞ 

渡名喜島 
①1 回 
②1 海岸 
③0.75 ㎞ 

久米島 
①4 回 
②34 海岸 
③10.45 ㎞ 

粟国島 
①4 回 
②15 海岸 
③5.25 ㎞ 

伊平屋島 
①1 回 
②⑧海岸 
③2.25 ㎞ 

沖縄本島 
①10 回 
②21 海岸 
③13.81 ㎞ 

久高島 
①2 回 
②2 海岸 
③1.22 ㎞ 

1998 年～2017 年(20 年間)での沖縄調査 

①総訪島回数：延べ 168 回 

②総調査海岸数：延べ 837 海岸 

③総累計調査海岸距離：433.46 ㎞ 

 

調査島名 
①訪島回数 
②延べ調査海岸数 
③累計調査海岸距離 

凡例 

図 1 琉球列島で 20年間(1998年～2017年)に亘って漂着廃棄物の調査対象としてきた島々 

調査島 訪島回数
延べ調査海

岸数

延べ調査海

岸距離(㎞)

与那国島 26 192 44.95

波照間島 17 21 19.67

西表島 28 234 157.36

鳩間島 1 1 0.09

黒島 13 16 24.1

竹富島 16 16 32.75

石垣島 28 175 87.43

多良間島 3 21 12.56

宮古島 14 80 20.82

久米島 4 34 10.45

渡名喜島 1 1 0.75

粟国島 4 15 5.25

久高島 2 2 1.22

沖縄本島 10 21 13.81

伊平屋島 1 8 2.25

累計 168 837 433.46

表 1 1998年～2017年(20年間)の沖縄での調査状況 

注：宮古島には池間島，伊良部島，下地島を含める 
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12.西表島中野海岸 

与那国島 
西表島 

波照間島 

多良間島 
宮古島 

石垣島 

東シナ海 

太平洋 
竹富島 

黒島 

宮古諸島 

八重山諸島 

50km 0 ：調査海岸地点 
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26.波照間島ブドゥマリ浜 

1.与那国島ウブドゥマイ浜 

2.与那国島四畳半ビーチ 

4.与那国島ツァ浜 

23.石垣島平久保崎灯台下海岸 

20.石垣島平野海岸 

32.宮古島狩俣海岸 

29.宮古島保良漁港脇海岸 

14.西表島ユツン川河口海岸 

24.石垣島明石海岸 

3.与那国島アリシ浜 

30.宮古島池間灯台付近海岸 

30.宮古島池間北東側海岸 

25.石垣島白保海岸 

写真 1 八重山・宮古諸島の海岸域では，相変わらず膨大な量の廃棄物の漂着が繰り返さ

れており，まさに，環境災害の光景を呈している(2017年春季調査で撮影) 
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調査時期 期間(年) 調査島(訪島回数) 総延べ調査訪島回数
総延べ調査海岸数

(箇所)
総延べ調査海岸距離

(㎞)
総漂着確認数量

(個)
調査海岸距離1㎞当りの平

均的確認数量(個/㎞)
1海岸当りの平均的
確認数量(個/海岸)

1年当りの平均的確
認数量(個/年)

（１） 　 医療廃棄物類(①+②) 4199 9.7 5.0 210.0

①注射器類 525 1.2 0.6 26.3

②医薬ビン類 3674 8.5 4.4 183.7

1020 6.4 2.9 102.0

（３）  　　管球類廃棄物(①+②) 33712 171.8 84.3 2809.3

①電球類・水銀ランプ類 25507(847) 130.0(11.4) 63.8(5.6) 2125.6(282.3)

②蛍光灯管類 8205 41.8 20.5 683.8

（４）　　　　　ドラム缶類
2006年夏季，2007年春季，
2009年春季～2017年春季

11

与那国島(10)，波照間島(8)，西表島
(11)，黒島(7)，竹富島(6)，石垣島
(11)，多良間島(1)，宮古島(8)，粟国
島(2)，久高島(1)，沖縄本島(1)，伊
平屋島(1)

12島延べ67回 373 179.12 318 1.7 0.9 28.9

(５)　　　　ガスボンベ類
2006年夏季，2010年春季～

2017年春季
9

与那国島(8)，波照間島(6)，西表島
(9)，黒島(5)，竹富島(4)，石垣島
(9)，多良間島(1)，宮古島(7)，粟国
島(2)，久高島(1)，沖縄本島(1)，伊
平屋島(1)

12島延べ54回 318 149.115 194 1.3 0.6 21.6

（６）　粗大電化品類(冷蔵庫・テレビ)
2006年夏季，2008年春季，
2010年春季～2017年春季

10

与那国島(9)，波照間島(7)，西表島
(10)，黒島(6)，竹富島(5)，石垣島
(10)，多良間島(1)，宮古島(7)，渡名
喜島(1)，粟国島(2)，久高島(2)，沖
縄本島(1)，伊平屋島(1)

13島延べ62回 345 166.19 159 1.0 0.5 15.9

（７）　　　車両タイヤ類 1998年春夏季～2017年春季 20

与那国島(26)，波照間島(17)，西表
島(28)，鳩間島(1)，黒島(13)，竹富
島(16)，石垣島(28)，多良間島(3)，
宮古島(14)，久米島(4)，渡名喜島
(1)，粟国島(4)，久高島(2)，沖縄本
島(10)，伊平屋島(1)

15島延べ168回 837 433.46 790 1.8 0.9 39.5

（８）　　　廃油ボール
2006年春季，2007年春季，

2008年春季(毎年の漂着調査)
3

与那国島(3)，波照間島(3)，西表島
(3)，鳩間島(1)，黒島(3)，竹富島
(3)，石垣島(3), 渡嘉敷島(1)，久高
島(1)

9島延べ21回 73 43.39

（９）漂着廃棄物焼却残灰(浜焼き跡) 1998年春夏季～2017年春季 20

与那国島(26)，波照間島(17)，西表
島(28)，鳩間島(1)，黒島(13)，竹富
島(16)，石垣島(28)，多良間島(3)，
宮古島(14)，久米島(4)，渡名喜島
(1)，粟国島(4)，久高島(2)，沖縄本
島(10)，伊平屋島(1)

15島延べ168回 837 433.46

注：①電球・水銀ランプ類欄の(　)数値は2015年～2017年(3年間)の調査で確認したその内の水銀ランプ類の数値

196.195

与那国島(26)，波照間島(17)，西表
島(28)，鳩間島(1)，黒島(13)，竹富
島(16)，石垣島(28)，多良間島(3)，
宮古島(14)，久米島(4)，渡名喜島
(1)，粟国島(4)，久高島(2)，沖縄本
島(10)，伊平屋島(1)

15島延べ168回201998年春夏季～2017年春季 837

（２） 　韓国製ポリタンク類(約20L)
2003年春季，2006年夏季，
2010年春季～2017年春季

与那国島(9)，波照間島(6)，西表島
(10)，黒島(5)，竹富島(4)，石垣島

(10)，多良間島(1)，宮古島(6)，久米
島(1)，粟国島(3)，久高島(1)，沖縄

本島(2)，伊平屋島(1)

10

2006年夏季～2017年春季

調査時期と調査期間

危険・有害廃棄物とタイプ

調査状況 漂着実態と備考

13島延べ59回 349 158.55

ほぼ全調査島に亘る広域漂着確認。与那国島，波照間島，西表島，鳩間島，黒島，竹富島，
石垣島の7島延べ40海岸で廃油ボール(50サンプル)採取し成分及び有害物質分析

9島(与那国島，波照間島，西表島，竹富島，石垣島，宮古島，久米島，粟国島，沖縄本島)
の延べ56海岸において，163 箇所で漂着廃棄物の浜焼き痕跡を確認。焼却残灰の混じった

海浜砂(36サンプル)採取し有害化学物質分析

与那国島・西表島での韓国製漂着ポリタンク類から抽出した残存液体(8サンプル)の有害化
学物質分析

433.46

12

与那国島(11)，波照間島(9)，西表島
(12)，黒島(8)，竹富島(7)，石垣島
(12)，多良間島(1)，宮古島(8)，渡名
喜島(1)，粟国島(2)，久高島(2)，沖
縄本島(1)，伊平屋島(1)

13島延べ75回 400

表 2 20年間 (1998年~2017年)で漂着確認した処分の厄介な危険・有害・粗大廃棄物の調査概要一覧 

写真 2 帯状にサンゴ白砂浜に大量漂着する廃油ボールによる黒帯

化汚染(与那国島ウブドゥマイ浜，2006.3.25撮影) 

写真 3 重油を浴びて海岸に打ち上げられた海鳥  

(石垣島吉原海岸，2008.3.6撮影) 
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写真 4 廃プラスチック類などの大量の漂着廃棄物の浜焼き痕跡が

多数点在しており，焼却灰などには有害化学物質が含ま

れている(与那国島カタブル浜，2017.3.25撮影) 

確認島名 延べ海岸数 浜焼き痕跡数

与那国島 7 28

波照間島 1 1

西表島 5 5

竹富島 3 28

石垣島 13 22

宮古島 8 12

久米島 2 2

粟国島 5 13

沖縄本島 12 52

累計 56 163

表 3 20年間(1998年～2017年)の沖縄調査

で確認した浜焼きの実態 
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注射器類(20年間，延べ837海岸調査)

医薬ビン類(20年間，延べ837海岸調査)

韓国製ポリタンク類(10年間，延べ349海岸調査)

電球・水銀ランプ類(12年間，延べ400海岸調査)

蛍光灯管類(12年間，延べ400海岸調査)

ドラム缶類(11年間，延べ373海岸調査)

ガスボンベ類(9年間，延べ318海岸調査)

粗大電化品類(10年間，延べ345海岸調査)

車両タイヤ類(20年間，延べ837海岸調査)

危険で有害な漂着廃棄物の確認数量(個)

1998年～2017年間での沖縄調査

( )の数値は確認数量の１年間当りの平均値

図 2 20年間 (1998年~2017年)の沖縄調査で確認した処分の厄介な危険で有害な漂着廃棄物の状況 

写真 5 琉球列島の島々で漂着確認された危険極まりない針付注射器や医薬ビン等の医療棄物の代表的事例 

(左：西表島大原海岸，中上：竹富島南側海岸，中下：沖縄本島安田海岸，右：石垣島白保海岸で確認撮影) 
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表 4 各調査年季で確認した危険な漂着医療廃棄物の数量状況(1998年~2017年) 

①医薬ビン類 ②注射器類 ①＋②

1998年春夏季 10 33 29.88 399 26 425

1999年春夏季 13 59 37.2 300 67 367

2000年春夏季 15 77 42.08 502 100 602

2001年春夏季 12 64 30.52 231 29 260

2002年夏季 4 23 13.75 148 62 210

2003年春夏季 14 67 27.28 275 34 309

2004年春夏季 10 57 25.355 118 19 137

2005年春夏季 8 33 15.53 82 18 100

2006年春夏季 11 45 29.88 379 80 459

2007年春季 6 23 11.03 192 17 209

2008年春季 8 27 17.075 125 7 132

2009年春季 7 32 18.975 59 8 67

2010年春季 7 37 19.045 61 4 65

2011年夏季 4 20 8.83 58 0 58

2012年春季 5 15 2.77 14 1 15

2013年春季 5 32 13.1 301 25 326

2014年春夏季 6 42 16.81 94 8 102

2015春季 6 43 19.39 128 12 140

2016年春秋季 9 49 21.27 156 6 162

2017年春季 8 59 33.69 52 2 54

総計 168 837 433.46 3674 525 4199

8.5 1.2 9.7

183.7 26.3 210.0

漂着医療廃棄物(個)
調査年季 調査島数 調査海岸数

調査海岸距離
(㎞)

調査海岸距離1㎞当りの平均的数量(個/ｋｍ)

1年間当りの平均的数量(個/年)

図 3 これまでの調査で琉球列島の海岸域で確認した漂着医療廃棄物の状況 

確認された数量は氷山の一角と思われ，相当数量の漂着があるものと推察される 
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2001年春夏季

2002年夏季

2003年春夏季

2004年春夏季

2005年春夏季

2006年春夏季

2007年春季

2008年春季

2009年春季

2010年春季

2011年夏季

2012年春季

2013年春季

2014年春夏季

2015春季

2016年春秋季

2017年春季

漂着医療廃棄物(注射器，医薬ビン)の確認数量(個)

1998年～2017年調査(20年間)

医療廃棄物総数量：4199個

注射器類：525個

医薬ビン類：3674個

医薬ビン類

注射器類
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宮古島浦底海岸 

(2017.4.18撮影) 

西表島高那海岸 

(2017.4.3撮影) 

西表島星砂海岸 

(2017.4.1撮影) 

西表島エコビレッジ脇海岸 

(2017.4.3撮影) 

石垣島南星野海岸 

(2017.3.18撮影) 

西表島ユツン川河口海岸

西側(2017.3.31撮影) 

(2017.3.18撮影) 

西表島エコビレッジ脇海岸 

(2017.4.3撮影) 

宮古島マイバービーチ 

(2017.4.19撮影) 

(2017.4.18 ) 写真7 ハングル文字や化学薬品名が表記された韓国製廃ポリタンク類の代表

的な漂着事例(八重山・宮古諸島での 2017年春季調査) 

 

西表島ユツン川河口海岸

東側(2017.3.31撮影) 

(2017.3.18撮影) 

写真6 長崎県対馬や新潟県佐渡島などの海岸に打ち上がる大量廃棄物に混じ

って様々な色調の危険な廃ポリタンク類が多数漂着する 

(対馬志多留海岸(上左)，対馬小茂田海岸奥側(上右)，対馬三宇田浜

奥側(下左)，佐渡島岩谷口海岸(下右)，2014年春季調査) 
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表 5 沖縄島嶼での各調査年季で漂着確認した韓国製廃ポリタンクの状況 

調査年季 調査島・海岸数
調査海岸距

離(㎞)

韓国製廃ポリタ

ンク類数量(個)

調査海岸距
離1㎞当りの

数量(個/㎞)

2003年春季調査 6島39海岸 11.75 87(432) 7.4

2006年夏季調査 4島21海岸 14.21 57 4.0

2010年春季調査 6島29海岸 16.73 124 7.4

2011年夏季調査 4島20海岸 8.83 45 5.1

2012年春季調査 5島15海岸 2.77 27 9.7

2013年春季調査 5島32海岸 13.10 92 7.0

2014年春夏季調査 6島42海岸 16.81 165 9.8

2015年春季調査 6島43海岸 19.39 129 6.7

2016年春秋季調査 9島49海岸 21.27 181 8.5

2017年春季調査 8島59海岸 33.69 113(104) 3.4

計：10年間 延べ59島349海岸 158.55 1020 6.4

注：(　　)の数値は韓国製以外の他の廃ポリタンク類数量　　

図 5 2017 年春季調査で漂着確認した韓国製と他の廃ポリ

タンクの数量状況(八重山・宮古諸島) 
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与那国島(10海岸)

波照間島(2海岸)

西表島(14海岸)

黒島(2海岸)

竹富島(1海岸)

石垣島(13海岸)

宮古島(9海岸)

多良間島(8海岸)

漂着廃ポリタンク類の確認数量(個)

2017年春季八重山・宮古諸島

8島59海岸調査

調査海岸距離：33.69㎞

韓国製廃ポリタンク類：113個

他の廃ポリタンク類：104個

他の廃ポリタンク類

韓国製廃ポリタンク類

図 4 この 10年間での各島嶼で漂着確認した韓国製廃ポリタンク類の数量状況 
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与那国島(延べ75海岸)

波照間島(延べ8海岸)

西表島(延べ101海岸)

黒島(延べ7海岸)

竹富島(延べ4海岸)

石垣島(延べ73海岸)

多良間島(延べ8海岸)

宮古島(延べ35海岸)

久米島(延べ12海岸)

粟国島(延べ13海岸)

久高島(延べ1海岸)

沖縄本島(延べ4海岸)

伊平屋島(延べ8海岸)

各島での漂着韓国製廃ポリタンク類の確認数量(個)

( )の数値は

各島での1海岸

当りの数量(個/

海岸)

10年間での調査：韓国製廃ポリタンク類

延べ349海岸(調査海岸距離：158.55㎞)

10年間での総確認数量：1020個

1海岸当りの平均的数量：2.9個/海岸
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西表島野原海岸(2017.3.30撮影) 

西表島星砂海岸東端ニシ崎(2017.4.1撮影) 

西表島エコビレッジ脇海岸(2017.4.3撮影) 

西表島高那海岸(2017.4.3撮影) 

強刺激臭の発泡性液体が残存している場合もある 

(与那国島ウブドゥマイ浜，2010.3.27撮影) 

写真 8 与那国島と西表島で漂着確認した韓国製廃ポリタンク内の残存液体の事例 

     強酸性や強アルカリ性の液体が残存し，重金属類などの有害な化学物質が溶

解している場合もある． 
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石垣島平野海岸(2015.3.30撮影) 

 写真 4.10 回収されたが海岸域に集積放置される大量の管球類廃棄物  

 

写真 9 沖縄島嶼海岸域には水銀製品である水銀ランプ類

や蛍光灯管類などの危険な管球類廃棄物の大量

漂着が繰り返されている 

 

白熱電球などの電球類の一例 

西表島高那海岸(2016.4.12 撮影) 

水銀ランプ・蛍光灯管類の一例 

与那国島ウブドゥマイ浜(2015.4.1撮影) 

 

写真 4.13 タイプの異なる大型水銀ランプ類の一例 

西表島ユツン川河口海岸西側(2017.3.31撮影) 
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表 6 沖縄 2006年～2017 年間(12年間)の管球類廃棄物の漂着確認状況(経年的推移) 

調査年季
調査島数(箇

所)

調査海岸数

(箇所)
調査海岸距離(㎞)

電球・水銀ランプ

類（個）
電球類(個)

水銀ランプ類

(個)

蛍光灯管類

（個）
総計(個)

2006年夏季調査 4 21 14.21 2555 414 2969

2007年春季調査 6 23 11.03 3560 1005 4565

2008年春季調査 8 27 17.075 2625 958 3583

2009年春季調査 7 32 18.975 2119 640 2759

2010年春季調査 7 37 19.045 1286 657 1943

2011年夏季調査 4 20 8.83 614 352 966

2012年春季調査 5 15 2.77 717 219 936

2013年春季調査 5 32 13.10 2066 737 2803

2014年春夏季調査 6 42 16.81 2002 609 2611

2015年春季調査 6 43 19.39 3590 2980 610 732 4322

2016年春季調査 9 49 21.27 2024 1875 149 850 2874

2017年春季調査 8 59 33.69 2349 2261 88 1032 3381

総計 延べ75 延べ400 196.195 25507 7116 847 8205 33712

2125.6 2372.0 282.3 683.8 2809.3

130.0 95.7 11.4 41.8 171.8

1年間当りの平均的数量(個/年)

調査海岸距離1㎞当りの平均的数量(個/㎞)

区分せず

区分せず

区分せず

区分せず

区分せず

区分せず

区分せず

区分せず

区分せず

図 6 各調査年季で漂着確認した管球類廃棄物の数量状況(2006年～2017年調査(12年間)) 
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2006年夏季調査(4島21海岸/14.21㎞)

2007年春季調査(6島23海岸/11.03㎞)

2008年春季調査(8島27海岸/17.075㎞)

2009年春季調査(7島32海岸/18.975㎞)

2010年春季調査(7島37海岸/19.045)

2011年夏季調査(4島20海岸/8.83㎞)

2012年春季調査(5島15海岸/2.77㎞)

2013年春季調査(5島32海岸/13.10㎞)

2014年春夏季調査(6島42海岸/16.81㎞)

2015年春季調査(6島43海岸/19.39㎞)

2016年春季調査(9島49海岸/21.27㎞)

2017年春季調査(8島59海岸/33.69㎞)

各調査年季での漂着管球類廃棄物の確認数量(個)

( )の数値は2015年～

2017年(3年間)に確認したそ

の内の水銀ランプ類の数量

漂着管球類廃棄物

12年間の確認数量の総計：33712個

電球・水銀ランプ類：25507個，蛍光灯管類：8205個

電球・水銀ランプ類

蛍光灯管類
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表 7 2006年~2017年間(12年間)の調査において各島嶼で漂着確認した管球類廃棄物の状況 

注：(  )の数値は 2015年～2017年(3年間)に漂着確認したその内の水銀ランプ類の数量 

調査島
延べ調査海岸

数(箇所)

調査海岸距離

(km)

電球・水銀ラン

プ類（個）

蛍光灯管類

（個）
総計(個)

与那国島 89 20.205 4639(138) 1683 6322

波照間島 13 9.42 217(2) 82 299

西表島 119 76.29 10102(280) 3023 13125

黒島 11 13.1 470(22) 125 595

竹富島 7 13.05 148(8) 43 191

石垣島 84 42.33 7816(291) 2466 10282

多良間島 8 4.3 328(14) 97 425

宮古島 47 10.12 1658(91) 641 2299

渡名喜島 1 0.75 26 6 32

粟国島 9 2.45 22(1) 8 30

久高島 2 1.22 4(0) 0 4

沖縄本島 2 0.71 11 2 13

伊平屋島 8 2.25 66 29 95

総計 400 196.195 25507(847) 8205 33712

図 7 各島嶼で漂着確認した管球類廃棄物の数量状況(2006年～2017年(12年間)) 
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与那国島(89海岸/20.205㎞)

西表島(119海岸/76.29㎞)

石垣島(84海岸/42.33㎞)

波照間島(13海岸/9.42㎞)

黒島(11海岸/13.10㎞)

竹富島(7海岸/13.05㎞)

宮古島(47海岸/10.12㎞)

渡名喜島(1海岸/0.75㎞)

久高島(2海岸/1.22㎞)

粟国島(9海岸/2.45㎞)

伊平屋島(8海岸/2.25km)

多良間島(8海岸/4.3㎞)

沖縄本島(2海岸0.71㎞)

各島嶼での漂着管球類廃棄物の確認数量(個)

( )の数値は2015年～

2017年(3年間)の調査で

確認されたその内の水銀

ランプ類の数量

漂着管球類廃棄物

12年間の確認数量の総計：33712個

(電球・水銀ランプ類：25507個，蛍光灯管類：8205個)

電球・水銀ランプ類

蛍光灯管類

図 8 調査海岸距離 1㎞当りに換算した各島嶼での管球類廃棄物の状況(2006年～2017年調査(12年間))  

230(18)

132(10)

179(17)

23(1)

36(4)

12(2)

148(18)

35 

3(0)

9(1)

29 

76(3)

15 

83 

40 

58 

9 

10 

3 

63 

8 

0 

3 

13 

23 

3 

0 100 200 300 400

与那国島(89海岸/20.205㎞)

西表島(119海岸/76.29㎞)

石垣島(84海岸/42.33㎞)

波照間島(13海岸/9.42㎞)

黒島(11海岸/13.10㎞)

竹富島(7海岸/13.05㎞)

宮古島(47海岸/10.12㎞)

渡名喜島(1海岸/0.75㎞)

久高島(2海岸/1.22㎞)

粟国島(9海岸/2.45㎞)

伊平屋島(8海岸/2.25km)

多良間島(8海岸/4.3㎞)

沖縄本島(2海岸0.71㎞)

調査海岸距離1㎞当りの漂着管球類廃棄物の確認数量(個/㎞)

( )の数値は2015年～

2017年(3年間)の調査で

確認されたその内の水

銀ランプ類の数量

漂着管球類廃棄物

12年間の確認数量の総計：33712個

(電球・水銀ランプ類：25507個，蛍光灯管類：8205個)

電球・水銀ランプ類

蛍光灯管類
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法律・基準等 水銀の基準値 対象 

労働安全衛生法第 65条 

作業環境管理濃度(空気中) 
0.025mg/m3以下(混入量) 

大気 

有害大気汚染物質指針値(年平均値) 0.00004mg/m3以下(混入量) 

水道法・水道水質基準値 0.0005mg/L以下(溶存量) 

水質 水質汚濁防止法 0.0005mg/L以下(溶存量) 

地下水環境基準 0.0005mg/L以下 (溶存量) 

土壌汚染に係る環境基準(溶出量) 0.0005mg/L以下(溶出量) 土壌 

調査時期 調査範囲 ①電球・水銀ランプ類 ②水銀ランプ類 ③蛍光灯管類

区分せず

(推定数量：1,866個)

(推定水銀量：55,980㎎) 水銀量：39,137㎎

数量：847個

(①に対する比率：10.64%)

水銀量：25,410mg 水銀量：18,298mg

注2：「区分せず」の欄では，電球・水銀ランプ類に占める水銀ランプの比率を10.64%として数量を算定し水銀量を推定

注1：水銀ランプと蛍光灯管の1本当りの封入水銀量をそれぞれ30㎎と7㎎として算定

2006年～2014年

（9年間）

訪島回数52回

延べ249海岸
数量：17,544個

2015年～2017年

（3年間）
数量：7,963個

訪島回数23回

延べ151海岸

数量：2,614個

数量：5,591個

表 8 これまでの調査(12 年間)での沖縄島嶼で漂着確認した水銀ランプ類と

蛍光灯管類の水量から推定した封入水銀量 

表 9 水銀の大気・水質・土壌に関する代表的な基準値 

写真 11 漂着電球類や蛍光灯管類で確認される表記文字の主な事例

(八重山・宮古諸島海岸域，2017年春季調査撮影) 

 

 
資-112



 

 

  

表 10 2017年八重山・宮古諸島(8島 59海岸) の

春季調査での大型漂着廃棄物の状況 

ドラム缶類 ガスボンベ類 粗大電化品類

与那国島 10 13 12 0

波照間島 2 1 0 0

西表島 14 18 20 10

黒島 2 0 0 0

竹富島 1 3 0 0

石垣島 13 17 12 8

宮古島(池間島含む) 9 11 15 2

多良間島 8 3 6 5

累計 59 66 65 25

調査島名 調査海岸数
漂着確認数量(個)

図 9 各島嶼での危険で有害な大型漂着廃棄物の

状況(2017年春季調査) 
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表 11 各調査年季で漂着確認した危険な大型廃棄物類の数量状況(1998年~2017年) 

ドラム缶類 ガスボンベ類 粗大電化品類 車両タイヤ類

1998年春夏季 10 33 29.88 28

1999年春夏季 13 59 37.2 75

2000年春夏季 15 77 42.08 75

2001年春夏季 12 64 30.52 77

2002年夏季 4 23 13.75 36

2003年春夏季 14 67 27.28 61

2004年春夏季 10 57 25.355 51

2005年春夏季 8 33 15.53 53

2006年春夏季 11(4) 45(21) 29.88(14.21) (50) (28) (35) 76

2007年春季 6 23 11.03 23 37

2008年春季 8 27 17.075 7 30

2009年春季 7 32 18.975 21 27

2010年春季 7 37 19.045 21 3 4 15

2011年夏季 4 20 8.83 8 5 7 5

2012年春季 5 15 2.77 9 12 5 7

2013年春季 5 32 13.1 14 14 15 12

2014年春夏季 6 42 16.81 22 14 28 27

2015春季 6 43 19.39 37 38 25 21

2016年春秋季 9 49 21.27 47 15 8 31

2017年春季 8 59 33.69 66 65 25 46

総計 168 837 433.46 318 194 159 790

1.8 1.3 1.0 1.8

28.9 21.6 15.9 39.51年間当りの平均的数量(個/年)

危険な漂着廃棄物(個)

注：(　　)内の値は夏季のみの調査の値

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

区分調査せず

調査年季 調査島数 調査海岸数
調査海岸距離

(㎞)

調査海岸距離1㎞当りの平均的数量(個/ｋｍ)
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石垣島南星野海岸 
(2017.3.18撮影) 

西表島野原海岸 
(2017.3.30撮影) 

石垣島白保海岸北側 
(2017.3.16撮影) 

西表島ユツン川河口海岸西側 
(2017.3.31撮影) 

与那国島ツァ浜 
(2017.3.23 撮影) 

写真 12 八重山諸島で漂着確認された韓国製ドラム缶(上段)と中

国製ドラム缶(下段)の代表的事例(2017年春季調査) 

西表島野原海岸(2017.3.30 撮影) 

宮古島浦底海岸(2017.4.18 撮影) 

石垣島南星野海岸(2017.3.18撮影) 

西表島大原海岸(2017.3.29 撮影) 

石垣島明石海岸(2017.3.19 撮影) 

与那国島ウブドゥマイ浜(2017.3.22撮影) 

写真 13 八重山・宮古諸島で漂着確認された不明大型ガスボンベ(左段)と

中国製小型ガスボンベ(右段)の代表的事例(2017年春季調査) 
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石垣島南星野海岸(2017.3.18 撮影) 

西表島ユツン川河口海岸西側(2017.3.31 撮影) 

西表島船浦湾岸(2017.4.5 撮影) 

西表島中野海岸(2017.4.1撮影) 

与那国島ウブドゥマイ浜(2017.3.22撮影) 宮古島保良漁港脇海岸(2017.4.19 撮影) 

写真 14 八重山・宮古諸島で漂着確認された中国製・韓国製粗大電化品類

の代表的事例(2017年春季調査) 
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西表島中野海岸(2017.4.1 撮影) 

石垣島平野海岸(2017.3.16 撮影) 石垣島明石海岸(2017.3.19撮影) 

与那国島アリシ浜(2017.3.24 撮影) 

写真 15 八重山諸島で漂着確認された車両タイヤ類の代表的事例(2017年春季調査) 

直径約 1.5mの大鉄球 

西表島船浦湾岸(2017.4.5撮影) 
直径約 0.5m長さ約 3mの鉄管 

石垣島平野海岸(2017.3.18撮影) 

幅・長さ約 2mの合成樹脂浮遊物体 

石垣島白保海岸北側(2017.3.16撮影) 

直径約 1.2m長さ約 3mの合成樹脂パイプ 

石垣島南星野海岸(2017.3.17撮影) 

長さ約 5mの破船 

石垣島平野海岸(2017.3.17撮影) 

岩礁を覆い尽くす漁網 

与那国島ツァ浜(2017.3.23撮影) 

写真 16 2017年春季調査で漂着確認した撤去処分の厄介な大型廃棄物の代表的事例 
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